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アフガニスタンに関する邦文の研究文献はきわ

めて乏しい。太平洋戦争終結以前には軍事目的の

ための若干の調査研究があり，戦後も考古学，言

語面での調査がないわけではない。しかし， 13本

でアフガニスタンそのものに関する学術・準学術

論文が発表され始めたのは最近のことである。

アフガニスタンの知識人層による1960年代から

の反王制民主化闘争は78年 4月革命を結果した。

この革命の分析を試みたものとして深町宏樹•清

水学 (14Jがある。その後， 1979年12月のアフガ

ニスタンにたいするソ連の軍事介入を契機に，突

然日本でもアフガニスタンが論じられるようにな

り， 10数冊の単行本と数々の雑誌論文が発表され

た。しかし，そのほとんどは冷静な学術的論述と

は言えない。そのなかで佐々木徹〔 6〕は，現地

滞在4年間の経験にもとづいてアフガン人社会を

描いた好著である。同書自体は決して学術的では

ないが， 4月革命の社会的背景を知るには必読の

書である。堀込静香〔15〕は貴重な労作である。
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